
 

 

大学ポートレート（仮称）構築のための論点整理 
（大学ポートレート（仮称）準備委員会ワーキンググループ検討経過報告） 

 
 

Ⅰ これまでの検討経過 
 
１．ワーキンググループの設置 
 

〇 平成２４年２月、「大学における教育情報の活用・公表に関する中間まとめ」（平

成２３年８月５日：文部科学省「大学における教育情報の活用支援と公表の促進に関

する協力者会議」）を踏まえ、大学や大学団体等の教育情報の活用・公表のための共

通の基盤としての「大学ポートレート（仮称）」（以下、「大学ポートレート」）の

整備に向けて、大学団体、認証評価機関、日本私立学校振興・共済事業団等からなる

「大学ポートレート（仮称）準備委員会」（以下、「準備委員会」）が設置された。 
〇 同年３月、準備委員会は、大学ポートレートの整備に関し、 

・ 平成２６年度からのシステムの本格稼働を念頭に、今後の検討を進めること 
・ 大学ポートレートの運営方針は、設置形態ごとの大学団体、評価機関、日本私立

学校振興・共済事業団等関係団体、有識者からなる「運営委員会」が決定すること 
・ 大学ポートレートの執行業務は、「大学の質保証のための新法人」に置くことが

想定されている「大学ポートレートセンター（仮称）」が担うこと 
・ 私立大学・私立短期大学については、日本私立学校振興・共済事業団で実施して

いる情報収集と連携することにより、各大学の追加負担を回避すること 
などの方向性について了承した。 

〇 また、これとともに、準備委員会の下に、「大学ポートレート（仮称）準備委員会

ワーキンググループ」（以下、「ワーキンググループ」）を設置し、収集する教育情

報の項目や表示方法をはじめとする大学ポートレートの整備に関する専門的な調査審

議をワーキンググループで進めることを決定した。これを受け、ワーキンググループ

では、本年５月から検討を開始した。 
〇 ワーキンググループでは、以下のとおり、教育情報の「公表」と「活用」、及びそ

の「管理運営」について、具体の論点に沿って検討を進めることとし、このうち、本

年１０月までに、「公表」に関し一定の意見の一致をみたため、その内容をワーキン

ググループ案として、準備委員会に報告することとしたい。 
 
２．検討に当たっての基本的考え方 
 
（検討の進め方） 

〇 ワーキンググループにおいては、検討を開始するに当たり、まず検討の進め方につ

いて、議論を行った。 
 「大学教育における教育情報の活用・公表に関する中間まとめ」では、大学ポート 
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レートが果たすべき役割として、 
① 大学進学希望者やその保護者などの学費負担者をはじめとする大学教育に関係・

関心を有する者に分かりやすく情報を提供すること（「公表」） 
② 大学への各種調査などの負担を軽減したり、教育の質の向上に資する教育情報の

分析を促進すること（「活用」） 
の２つの必要性が指摘されている。 
 このことを踏まえ、ワーキンググループでは、「公表」と「活用」を分け、それぞ

れについて検討することとし、このうち「公表」について、先行して議論を開始した。 
〇 加えて、私立大学・私立短期大学については、日本私立学校振興・共済事業団が私

立大学関係者からなる「私学情報推進会議」を設置し、教育情報の公表・活用に関す

る検討を開始しており、本ワーキンググループでは、同会議との連携を図りながら検

討を進めることとした。 
 
（基本的考え方） 

〇 ワーキンググループでは、検討のための基本的考え方を以下のとおり設定した。 
 
 〇 大学ポートレートへの参加・不参加は、各大学の任意とすること。 
 〇 大学ポートレートは、教育情報の公表・活用を主眼とすること。 
 〇 情報の収集に当たっては、大学の作業負担を増加させない工夫を行うこと。 
 〇 大学ポートレートは、平成２６年度からのシステムの本格稼働後も継続して改

善・改良を加えること。 
 
〇 このうち、情報の収集に関しては、国立大学については、大学評価・学位授与機構

が、「大学情報データベース」により、国立大学法人評価に使用する情報の収集・蓄

積を行ってきた（平成２４年度からシステムによるデータ収集は停止）。公立大学・

公立短期大学については、公立大学協会及び全国公立短期大学協会が、各大学の基本

情報を収集し、ＨＰ上で公表している。私立大学・私立短期大学については、日本私

立学校振興・共済事業団が、「学校法人基礎調査」等を通じ、情報を収集し、事業団

内に設置するデータベースに蓄積している。 
〇 ワーキンググループにおける議論の中では、 

・ 同じ情報を複数機関に複数回回答すること自体が各大学にとっては負担。 
・ 既に日本私立学校振興・共済事業団による情報の収集・蓄積体制が整っている私

立大学・私立短期大学については、大学ポートレートで必要となる情報は「学校法

人基礎調査」への１度の回答で対応可能となるような工夫が必要。 
との意見があった。各大学の負担を軽減する観点、また、大学ポートレートを効率的

に運営していく観点からも、既存の体制や資源を可能な限り活用することが合理的で

あり、ワーキンググループとしては、大学ポートレートにおける情報の収集・公表に

当たっては、別添１の体制をとることが適当との結論を得た。 
 

 【別添１】大学ポートレートにおける情報の収集・公表体制 
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３．公表 
 

〇 次に、ワーキンググループでは、大学ポートレートにおける「公表」について議論

を行った。その際、（１）大学ポートレートにおける公表の目的とステークホルダー

をどのように考えるか、（２）大学ポートレートで公表する情報項目はどのようなも

のが適当か、（３）どのような表示形式で情報を公表することが考えられるのかの３

つの視点で検討を深めた。 
以下に、（１）～（３）の３つの視点でのそれぞれの論点と、ワーキンググループ

における検討結果を記述する。 
 
（１）公表の目的とステークホルダー 

 
〇 大学ポートレートにおける公表の目的をどのように考えるか。 
〇 公表に当たっては、どのようなステークホルダーを重視するか。 
 

≪具体の論点≫ 
〇 大学ポートレートにおける公表の目的をどのように考えるか。国内外の大学教育に

関心を有する者（ステークホルダー）に分かりやすく情報を発信することと考えてよ

いか。 
〇 ステークホルダーは、大学進学希望者やその保護者などの学費負担者、高等学校関

係者、自治体、産業界など多岐にわたる。その中で、どの者を重視するのか。 
 
≪ワーキンググループにおける検討結果≫ 
〇 大学ポートレートにおける公表は、大学教育を取り巻くステークホルダー、中でも、

最も重要なステークホルダーである大学進学希望者とその保護者などの学費負担者に

とって分かりやすいものとなるよう構築を図っていくことが適当。 
 
（２）公表する情報 

 
〇 大学ポートレートにおいて、どのような情報を公表することが考えられるのか。

 
 

≪具体の論点≫ 
〇 大学の教育情報には、例えば、 

・ 教育研究上の基本組織に関する情報（学部、学科、研究科等の名称や目的など） 
・ 教育課程に関する情報（教育内容や卒業・修了要件、取得可能な学位・資格など） 
・ 教員に関する情報（教員の数やその構成など） 
・ 学生に関する情報（収容定員や学生の数、その構成など） 
・ キャンパスに関する情報（所在地や施設・設備の状況、交通手段など） 
・ 学生支援に関する情報（学生の修学に関する支援や就職・進路選択に関する支援
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の状況など） 
・ 学生生活に関する情報（クラブ活動やボランティア活動の状況など） 
・ 費用に関する情報（授業料、入学料など） 
・ 経済的支援に関する情報（奨学金や授業料減免の状況など） 
・ 進路に関する情報（卒業・修了の状況、卒業・修了後の進路など） 
・ 評価に関する情報（認証評価や国立大学法人評価、その他の客観的評価結果など） 
など様々なものが存在しているが、このうち大学ポートレートにおいて、どのような

情報を公表することが考えられるのか。 
〇 学校教育法施行規則第１７２条の２の規定により大学に公表が義務付けられている

９項目に含まれる情報について、大学ポートレートの中でどのように位置付けるべき

か。 
〇 ステークホルダーに分かりやすく情報を公表するとの観点から、大学全体として示

すべき情報と学部・学科、研究科等の単位で示すべき情報を分ける必要があるのでは

ないか。 
〇 情報を公表することにより各大学の負担が軽減することも考えられることから、公

表する項目の検討に当たっては、そのような視点での検討も必要ではないか。 
 

≪ワーキンググループにおける検討結果≫ 
〇 大学ポートレートに参加するすべての大学が共通して公表する教育情報は、学校教

育法施行規則に規定する９項目と大学に対する外部の評価（認証評価、国立大学法人

評価、公立大学法人評価など）の結果を含めることが適当。 
〇 これに加え、 
 ・ 例えば学生寮の整備状況など、大学進学希望者やその保護者などの学費負担者の

関心の高い情報 
 ・ 各大学、学部・研究科等の特色等 
 を盛り込むことが適当。 
〇 具体的には別添２のとおり設定することが適当。 
  なお、議論の過程で、大学進学希望者とその保護者を最も重要なステークホルダー

として位置付けるのであれば、これらの者の関心の高い入試方法別の合格者数や入学

者数、中退率、卒業・修了後の状況の詳細は参加するすべての大学が共通して発信す

る教育情報に位置付けるべきとの意見があった。一方、これに対して、数値のみが独

り歩きする可能性もあることから、これらの情報の公表については慎重であるべきと

の意見もあった。このため、大学進学希望者・保護者など学費負担者のニーズや今回

公表することとした情報公表後の効果や影響等も踏まえながら、これらの情報の公表

の可否について、今後も検討を続けていく必要がある。 
 
 【別添２】国公私立共通に公表する教育情報（案） 
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（３）公表の形式 
 
〇 情報をどのような形式で公表するのか。 
 

≪具体の論点≫ 
〇 情報の公表に当たっては、諸外国における公表の形式も参考としつつ、画一的なラ

ンキングにならないよう、数値のみの表示ではなく、文字情報との組み合わせによる

工夫や、図やグラフの活用等が必要ではないか。また、リスト化を避けて、ペーパー

ビュー形式で表示するなどの工夫も考えられるのではないか。 
 〇 分かりやすい公表とするためには、どのような検索機能が必要か。 

〇 各大学の特色・強みとして、どのような情報を強調して公表すべきか。特色・強み

の公表に当たっては、任意の項目の設定などの工夫も考えられるのではないか。 
〇 公表に当たっては、各大学の入力負担を軽減しつつ、充実した情報を提供する観点

から、各大学のＨＰ等へのリンクを活用するなどの方策が必要ではないか。 
 
 
≪ワーキンググループにおける検討結果≫ 
〇 大学ポートレートによる教育情報の公表は、大学進学希望者及び学費負担者にとっ

て分かりやすい表示となるよう、数値のみの表示ではなく、文字情報や図・グラフ、

写真などを活用すべき。また、画一的なランキングにならないよう、ペーパービュー

形式で表示することが適当。 
〇 大学ポートレートウェブサイトのトップページでは、国公私立を通じた共通枠組の

中で検索できるようにすることが適当。 
〇 検索機能については、利用者の利便性を考慮し、簡易検索と詳細検索を設けること

が必要。簡易検索については「大学名」、「学部・研究科名」、「学科・専攻名」、

「キャンパスの所在地」、「学問分野」、「課程区分」による検索を国公私立を通じ

た共通枠組の中で可能とし、詳細検索については国公私立それぞれにおいて適当な検

索項目を設定することが適当。 
〇 大学の作業負担に配慮しつつ、公表する情報量を充実させるためには、各大学のＨ

Ｐへのリンクを活用することが必要。 
〇 具体的には別添３のようなイメージが考えられること。 
 

 
 【別添３】大学ポートレート検索・表示イメージ 
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Ⅱ 今後の検討課題 
 
 以上のとおり、ワーキンググループでは、平成２４年５月の検討開始以降、主に大学ポ

ートレートに関する基本的な考え方と教育情報の公表に関する事項を中心として議論を進

めた結果、（１）公表の目的等、（２）公表する情報、（３）公表の形式について一定の

意見の一致に至った事柄について報告を行うものである。今回合意に至らなかった点も含

め、大学ポートレートにおける「公表」の在り方については、大学ポートレートの開始後

もステークホルダーの意見も踏まえつつ検討を行い、その一層の充実に向けて継続的に改

善に取り組むこととする。 
 また、今回検討が十分に熟さなかった海外に向けた多言語での公表の方策については、

整備コストや大学の負担を踏まえつつ、別途検討を進めていくこととする。 
 
  このほか、「公表」以外の残された検討課題として、 
① 教育の質の向上に資する大学における大学ポートレートを活用した教育情報の分析、 
② 大学ポートレートの運営体制（運営委員会等）の在り方等、 
についても順次検討を行うとともに、平成２６年度からの大学ポートレートの円滑な開始

に向けて、各大学の作業の参考となるガイドラインの作成等の準備を進めることが必要で

ある。 
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大学ポートレート（仮称）準備委員会ワーキンググループ委員名簿 

 
平成 24 年 4 月 26 日現在 
（50 音 順・敬 称 略） 

 
 

浅野  茂  神戸大学企画評価室准教授 
麻生 隆史  山口短期大学理事長・学長 

  宇川  彰  筑波大学理事 
  圓月 勝博  同志社大学文学部長 
○ 小林 雅之  東京大学大学総合教育研究センター教授 

佐川 秀夫  学校法人文化学園理事・学園経理本部長 
高橋 哲也  大阪府立大学副学長 
鳥居 朋子  立命館大学教授 

  中田  晃  一般社団法人公立大学協会事務局長 
  松本 美奈  読売新聞東京本社教育取材班「大学の実力」担当 

村上 哲也  大月短期大学長 
  山本 雅淑  日本私立学校振興・共済事業団私学経営情報センター長 
 

※ ○は主査 
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審  議  経  過 

 

 

〇 大学ポートレート（仮称）準備委員会ワーキンググループ 

 

平成２４年５月３１日（木）（第１回） 

議題 （１）会議の公開について 

 （２）大学ポートレート（仮称）構築に向けた検討課題について 

                ・ 検討の進め方、基本的考え方について審議 

 

 平成２４年７月３１日（火）（第２回） 

議題 （１）大学ポートレート（仮称）構築に向けた検討課題について 

・ 公表の目的とステークホルダーについて審議 

 

 平成２４年９月１８日（火）（第３回） 

議題 （１）大学ポートレート（仮称）構築に向けた検討課題について 

・ 公表する情報項目について審議 

 

平成２４年１０月１１日（木）（第４回） 

議題 （１）大学ポートレート（仮称）構築に向けた検討課題について 

・ 公表する情報項目、表示形式について審議 

 

平成２４年１０月３０日（火）（第５回） 

議題 （１）大学ポートレート（仮称）構築に向けた検討課題について 

・ 公表する情報項目、表示形式について審議・取りまとめ 
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注１．表中、　　　　は、公表を希望する大学のみ、大学ポートレート上に情報を表示する項目である。

１．大学単位で公表する情報

【参考】
学校基本
調査の調
査項目

大学の基本情報 大学名 ○ ■

大学の連絡先
代表電話の番号、メールアドレ
スなど

○

大学の種類
国公私立の別、修業年限、大学
院の有無、認定専攻科の有無な
ど

○

本部所在地 ○ ■

設立年 設置認可年 ○

総学生数 ○ ■ ▲

総教員数 ○ ■ ▲

大学の教育研究
上の目的等

大学の教育研究上の目的等
大学の教育研究上の目的や建学
の精神

○

大学の特色等 大学の特色等
大学の特色や特徴、ＴＯＰＩＣ
Ｓなど

○ ○

教育研究上の基
本組織

学部、研究科、学科の名称 ○ ■ ▲

その他の学内組織の名称
各種センターや研究所、その他の
附属組織など

○
リンク
可

キャンパス キャンパスの概要 主な交通手段や所要時間など ○ ○ ▲

評価結果
認証評価及びその他の評価の結
果

認証評価、国立大学法人評価、
公立大学法人評価、その他の客
観的評価の結果

○ ○

学生支援 修学支援 掲載可 ○ ▲

心身の健康に係る支援 掲載可 ○ ▲

留学生支援 掲載可 ○

障がい者支援 掲載可 ○

就職・進路選択支援 掲載可 ○ ▲

課外活動 クラブ活動の状況 掲載可 ○

ボランティア活動の状況
単位として認められるボランティア
活動など

掲載可 ○

注２．「ポートレートへの直接掲載」欄のうち、「【参考】学校基本調査項目」欄に■を付した項目は、学校基本調査
ＸＭＬファイルからの自動取込みが可能なものである。

学校教育
法施行規
則で各大
学に公表
が義務付
けられた
９項目

掲載方法

国公私立共通に公表する教育情報（案）

ポートレート
への直接掲載

大学Ｈ
Ｐへの
リンク

情報項目

　別添２
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２．学部・研究科等の単位で公表する情報

【参考】
学校基本
調査の調
査項目

教育研究上の目的
と３つの方針

○ ▲

○
リンク
可

▲

○
リンク
可

○
リンク
可

学部・研究科等の
特色等

学部・研究科等の特色や特徴、Ｔ
ＯＰＩＣＳ、GPなど

○ ○

教育課程 ○ ■

○ ■

○

履修モデル、カリキュラムマップな
ど

○ ○

○ ▲

○ ▲

シラバスや年間の授業計画の概
要など

○ ▲

○ ▲
（努力義務）

○ ▲

必修単位修得数（必修科目、選択
科目、自由科目別）

○ ▲

資格の名称や取得人数など ○

○

入試 ○ ■ ▲

入学者の構成（男女別） ○ ■

入学者の構成（出身高校所在地
別）

○ ■

入学者の構成（入試方法別） ○

○

○

学科、専攻、専攻課程等の名称

修業年限

実施している入試方法

学位授与方針
（ディプロマ・ポリシー）

教育課程編成・実施方針
（カリキュラム・ポリシー）

掲載方法

学生が修得すべき知識及び能力に関す
る情報

学修の成果に係る評価の基準

卒業・修了認定の基準

取得可能な主な資格

転学部・編入学等の可否、費用負担

ポートレート
への直接掲載情報項目 大学Ｈ

Ｐへの
リンク

学校教育
法施行規
則で各大
学に公表
が義務付
けられた
９項目

入試特別措置

取得可能な学位

教育課程の特色等

授業科目

授業の方法・内容

年間の授業計画

学部、研究科、学科等ごとの目的

学部・研究科等の特色等

入学者受入方針
（アドミッション・ポリシー）

入学者数
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【参考】
学校基本
調査の調
査項目

掲載方法

ポートレート
への直接掲載情報項目 大学Ｈ

Ｐへの
リンク

学校教育
法施行規
則で各大
学に公表
が義務付
けられた
９項目

教員 組織内の役割分担など ○ ▲

○ ■ ▲

教員の構成（職位・男女・外国人教
員別）

○ ■

教員の構成（年齢別） ○

研究業績その他各教員の多様な
業績

○ ▲

学生 ○ ▲

○ ■ ▲

学生の構成（年次・男女・外国人学
生別）

○ ■

その他の学生数
研究生、科目履修生、専攻科の学
生数など

○

○ ▲

○ ■ ▲

キャンパス ○ ▲

主な交通手段や所要時間など ○
リンク
可

▲

サテライトキャンパス、運動施設の
概要、課外活動に用いる施設、休
息を行う環境その他の学習環境、
バリアフリーへの対応状況など

○
リンク
可

▲

学生寮の有無、所在地、定員、費
用、入寮条件、特色など

○
リンク
可

費用及び
経済的支援

○ ▲

○ ▲

宿舎費用、教材購入費、施設利用
料など

○ ▲

○

休学時納付金の有無及び金額、
復学時返金の有無及び金額など

○

○
リンク
可

○
リンク
可

○
リンク
可

○
リンク
可

○
リンク
可

教員数

学生寮の整備状況

学納金の延納・分納の可否

編入学定員

学生数

収容定員

休学及び復学に係る費用

教員が有する学位、業績

授業料

その他の徴収費用

編入学者数

教員組織

奨学金の受給資格

奨学金の支給枠

授業料減免

奨学金額

入学料

費用に関する説明

校地、校舎等の施設及び設備その他の
学生の教育環境

学部・研究科等のキャンパスの所在地

アクセス
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【参考】
学校基本
調査の調
査項目

掲載方法

ポートレート
への直接掲載情報項目 大学Ｈ

Ｐへの
リンク

学校教育
法施行規
則で各大
学に公表
が義務付
けられた
９項目

進路 ○ ■ ▲

卒業・修了者の構成（職業分類・男
女別）

○ ■

卒業・修了者の構成（産業分類・男
女別）

○ ■

卒業・修了者の構成（就職地域別） ○

○ ■ ▲

主な就職先企業名や短期大学か
ら大学への進学状況など

○卒業・修了後の進路

進学者数、就職者数

卒業者数・修了者数
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〇大学名検索 〇学部・研究科名検索 　　〇学科・専攻名検索

（大学名をカタカナで入力してください。） （学部・研究科名をカタカナで入力してください。） 　　（学科・専攻名をカタカナで入力してください。）

〇項目検索（以下の項目を指定し、検索ボタンを押し、候補を表示させてください。（複数指定可能））

知りたい学部・研究科・学科を選ぶ

○キャンパスの所在地

（複数選択可） 選択中の分野
○分野

（複数選択可）選択中の所在地

青森

秋田

山形

岩手

宮城

福島

新潟

茨城

：

▲

▼

＝

人文科学

社会科学

理学

工学

農学

保健（医・歯学）

保健（医・歯学を除く）

商船

：

▲

▼

＝

検索

すべて すべて

国立

公立

○課程区分（複数選択可） ○設置形態（複数選択可）

私立

学士課程

専門職学位課程

修士課程

博士課程

短期大学士課程

その他

（カナ入力） （カナ入力） （カナ入力）

「大学名検索」、「学部・研究科名検索」、
「学科・専攻名検索」、「項目検索」は
それぞれ単独でも、併用でも検索可能

大学ポートレート検索イメージ
※イメージであり、システム開発の過程で変更があり得る。

（１）カタカナを１文字以上入力する

（２）項目を
１つ以上
選択する

（３）「検索」をクリックすると、
「表示選択」画面へ

国・公・私立共通の検索画面のイメージ

別添３

（４）検索の結果、
候補が表示される

（５） をクリックすると、
当該大学等の学部・研究科（大学）、
学科（短大）が表示される

「詳細検索」ボタンをクリックすると、
国・公・私ごとの詳細検索画面へ

50音順で昇順、降順
所在地を北から、南から
並べ替えることも可能

大学名をクリックすると、
大学全体のページが
別ウィンドウで開く
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（６）当該大学等の学部・研究科（大学）、
学科（短大）が表示される

学部・研究科名（大学）、
学科名（短大）をクリックすると、
学部・研究科（大学）、学科（短大）
ごとのページが別ウィンドウで開く

学部・研究科（大学）、
学科（短大）ごとの
キャンパス所在地の
表示となるので、
同一の大学でも所在地が
異なる場合がある

（７） をクリックすると、
当該学部・研究科の学科・専攻（大学） 、
学科の専攻（短大）が表示される

をクリックすると、
大学名までの表示に戻る

（８）当該学部・研究科の学科・専攻（大学）、
学科の専攻（短大）が表示される

学科・専攻名（大学）、専攻名（短大）を
クリックすると、各大学ホームページの
当該学科・専攻等のページが別ウィンドウで開く

をクリックすると、
学部・研究科（大学）、
学科（短大）までの
表示に戻る
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検索で絞り込まれた結果候補が少ない場合は、
あらかじめすべて展開された状態で表示される

をクリックすると、
候補の「学部・研究科名（大学）、学科名（短大）」
または「学科・専攻名（大学）、専攻名（短大）」が
すべて表示される

「学科・専攻名（大学）、専攻名（短大）」の をクリックした状態。
候補の「学部・研究科名（大学）、学科名（短大）」および
「学科・専攻名（大学）、専攻名（短大）」のすべてが展開されて表示される。

をクリックすると、すべて非表示の状態に戻る。

「学部・研究科名（大学）、学科名（短大）」の をクリックした状態。
候補の「学部・研究科名（大学）、学科名（短大）」が
すべて展開されて表示される。

をクリックすると、すべて非表示の状態に戻る。

16

nakaji-n
ノート注釈
nakaji-n : Marked



大学全体の情報

設置形態 大学名 学部・研究科名

国立 A大学 医学部

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）、入学者数、実施している入試方法、入試特別措置、入
学者の構成（男女別、出身高校所在地別、入試方法別）

費用及び経済的支援

進路

教育研究上の目的
と3つの方針

学部・研究科等の特色等

入試

教員

教育課程

卒業・修了者数、進学者数、就職者数、卒業・修了者の構成（男女別、職業別、産業別、就職地域
別）、卒業・修了後の進路

授業料、入学料、その他の徴収費用（宿舎費用、教材購入費、施設利用料など）、学納金の延納・
分納の可否、休学及び復学に係る費用、費用に関する説明、奨学金（金額、受給資格、支給枠）、
授業料減免

収容定員、学生数、学生の構成（年次別、男女別、外国人学生）、その他の学生数（研究生、科目
等履修生、専攻科の学生数など）、編入学定員、編入学者数

教員組織、教員数、教員が有する学位・業績、教員の構成（職位別、男女別、外国人教員）、教員
の構成（年齢別）

大学ポートレート表示イメージ

【大学の基本情報】大学名、大学の連絡先（代表番号、メールアドレスなど）、大学の種類、本部所
在地、設立年（設置認可年）、総学生数（学部、大学院）、総教員数（本務者）
【大学の教育研究上の目的等】大学の教育研究上の目的や建学の精神
【大学の特色等】大学の特色等
【教育研究上の基本組織】学部、研究科の名称、その他の学内組織の名称
【キャンパス】キャンパスの概要（アクセス、地図、写真等）
【評価結果】認証評価及びその他の評価の結果、
【学生支援】修学支援、心身の健康に係る支援、留学生支援、障がい者支援、就職・進路選択支援
【課外活動】クラブ活動の状況、ボランティア活動の状況

学部・研究科等のキャンパスの所在地、アクセス、キャンパスの外観（写真等）、キャンパスアクセス
図、キャンパス周辺図、校地・校舎等の施設及び設備その他の学生の教育環境（バリアフリー等へ
の対応状況含む）、学生寮の整備状況（学生寮の有無、所在地、定員、寮費（食費込、食費無）、入
寮条件、特色）

学部、研究科、学科等ごとの目的

学部・研究科等の特色等

学生

キャンパス

（全体表示）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※イメージであり、システム開発の過程で変更があり得る。

学科・専攻、専攻課程等の名称、修業年限、取得可能な学位、教育課程の特色、教育課程編成・実
施方針（カリキュラム・ポリシー）、授業科目、授業の方法・内容、年間の授業計画（年間の授業計
画、シラバス等）、学生が修得すべき知識及び能力に関する情報、学位授与方針（ディプロマ・ポリ
シー）、学修の成果に係る評価の基準、卒業・修了認定の基準、取得可能な主な資格、取得人数、
転学部・編入学等の可否、費用負担

利用者が選択した学部・研究科を明示。
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本部所在地 ロゴ等

設立年（設置認可年） 大学の連絡先（代表番号、メールアドレスなど）

大学の種類

大学の教育研究上の目的や建学の精神

大学の特色等

総学生数（学部） 総学生数（大学院） 総教員数（本務者）

教育研究上の基本組織 キャンパスの概要（アクセス、地図、写真等）

○学部

○大学院

その他の学内組織

評価年月

大学機関
別認証評
価

○○年○月

○○専門
職大学院
評価

△△年△月

国立大学
法人評価

◇◇年◇月

広く知識を授けるとともに深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応
用的能力を展開させ、もって学術・研究の向上に寄与する有為な人材を育成
することを目的としています。

概要評価機関

大学評価基準を満た
している

○○専門職大学院評
価基準を満たしてい
る

評価結果

○○評価機関

○○評価機関

将来のビジョンを明確に設定している点、学生と教員で双
方向的な授業評価アンケートをシステム化して実施してい
る点などが特に優れた点として評価されています。

評価結果の詳細については評価報告書をご覧ください。

― 評価結果の詳細については評価報告書をご覧ください。

△△研究科

××研究科

○○研究科

１．大学全体に関する表示イメージ

医学部

○○学部

△△学部

12,345人 4,321人 1,543人

国立・大学・学部修業年限６年・大学院有

昭和○○年

△△センター

××附属幼稚園

全項目で良好又はお
おむね良好

妊娠・出産、育児支援等、女性の生涯にわたる健康づくりを支援し、地域の母
子保健に貢献できる助産師を育成するため○○年4月に「助産学専攻科」を新
設しました。

○○研究所

評価結果（認証評価及びその他の評価の結果）

○○県○○市○○町○-○-○

○○○－○○○－○○○○

大学全体の
情報①

学部名

研究科名

大学名

A大学

利用者の興味の
ある学部名をク
リックすることで、
学部単位の情報
を表示させること
も可能な仕組み

折り畳みで
通常は隠れ
ている

大学トップペー
ジへ

大
学
H
P
へ

大学の

HPへ

大学の沿革
ページへ
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学生支援

修学支援 心身の健康に係る支援

留学生支援 留学生支援（日本人学生への支援）

障がい者支援 就職・進路選択支援

課外活動

クラブ活動の状況 ボランティア活動の状況

保健センターによる支援だけでなく、カウン
セリングセンターによる臨床心理士によるカ
ウンセリングを行っている。

大学全体の
情報②

初年次教育として受験時に選択しなかった
科目についての基礎的な知識の導入を行っ
ている。また学生部による奨学金制度、提
携教育ローンの紹介と斡旋によって、金銭
的に就学が困難な学生を支援している。

1.体育系サークル：（３０団体）
2.文化系サークル：（１７団体）
3.同好会：（３０団体（体：１４、文：１６））

震災に伴うﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動
･付与単位数 ： ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動
5日間以上＝2単位
･付与単位数上限 ：年2単位まで､卒業まで
に最高4単位

日本語授業を開講しているほか、チューター
サポーター制度、留学生寮、アルバイト紹介
等の生活支援を行っている。

下記のプログラムで留学を支援している。
○海外研修プログラム（夏季休暇中2～4週
間程度、派遣先：米、豪、泰、中、韓、墨）
○交換留学制度（1～2学期、派遣先：9か
国、１１大学）

障がい者支援室を置き、様々な支援を行っ
ている。例えば視覚障がいは教材の拡大、
点訳。聴覚障がいはノートテイク、手話通
訳。肢体不自由は駐車スペース確保、教室
移動介助、排泄介助など

就職キャリア支援センターによる日常的な相
談対応、求人紹介業務等を実施している。

大学HPへのリンクが基本であるが、制度や組織の情報の他、それぞれの方針や目
的をポートレート上に記載することも可能

大学HPへ

大学HPへ大学HPへ

大学HPへ

大学HPへ 大学HPへ

大学HPへ大学HPへ
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学部、研究科、学科等ごとの目的

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）

教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

教育研究上
の目的と
３つの方針

学部・研究
科等の特色
等

Ａ大学 医学部

医療の実践者にふさわしい豊かな人間性と幅広い教養を身に付け、専門職となるための
基礎的知識、技能、態度を修得し、さらに科学的思考力と創造性に富む人材を育てること
をめざしています。

設置形態 大学名 学部・研究科名

２．学部・研究科に関する表示イメージ

学部・研究科等の特色等

1) 医師、医学研究者となる上での高度な基盤知識の伝授と思考能力の育成
2) 知的好奇心や研究への関心の開拓
3) 医療人としての認識の確立

所定の期間在学し、卒業に必要な単位を修得し、かつ卒業試験に合格する。
卒業までに、本学科学生が課程を通じて達成を目指す学習目標は次のとおりとする。
・幅広く高度な知識を有し、高い倫理観を有する。
・旺盛な探究心と創造力に加えて、課題を設定し解決できる能力を有する。
・多様な価値観を尊重し、国際的に活躍できる能力を有する。
・医学・生命科学に関する幅広い技術を身につけ、適切に発揮できる。

地域医療教育センターを設立し、地方自治体、市域医療関係機関等と連携し、医療人（医
師、看護師等コメディカル）の地域における偏在を是正するとともに、地域医療人の生涯
にわたる医療技術の向上を支援するため、入学から卒前・卒後臨床研修、専門職修得ま
での流れの中で、地域医療を担う医療人の教育・研修などを行っている。

また、文部科学省が行っている「国公私立大学を通じた大学教育改革の支援」の○○プ
ログラムに本学の以下の取組が採択されています。
『○○養成プログラム』

1） 医学に強い興味を持ち、探求心が旺盛な学生
2） 基礎学力を身につけている学生
3） 協調性があり、問題解決において指導力を発揮できる学生
4） 国際的に活躍する意欲を持った学生

国立

学部単位の対象情報表示画面には、最上
段に現在表示させている大学の設置形態、
大学名、学部・研究科名を明示する。

大学HPへ

大学HPへ

大学HPへ

大学HPへ

学部等の
トップページ

学部等の沿革
ページへ

学部・研究科等の
所在地情報へ
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学科・専攻、専攻課程等の名称

修業年限

6年

４年

４年

※医学部と看護学部を持つ想定だが、医学科のみとなってしまうため、説明上、便宜的に看護学科の内容を加えている。

教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）

教育課程の特色（履修モデル、カリキュラムマップ等）

授業科目

授業の方法・内容

年間の授業計画

シラバス等

学生が修得すべき知識及び能力に関する情報

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

学修の成果に係る評価の基準

卒業・修了認定の基準

取得可能な主な資格、取得人数

学部・研究科名 学科・専攻名

所定の期間在学し、卒業に必要な単位を修得し、かつ卒業試験に合格する。
卒業までに、本学科学生が課程を通じて達成を目指す学習目標は次のとおりとする。
・幅広く高度な知識を有し、高い倫理観を有する。
・旺盛な探究心と創造力に加えて、課題を設定し解決できる能力を有する。
・多様な価値観を尊重し、国際的に活躍できる能力を有する。
・医学・生命科学に関する幅広い技術を身につけ、適切に発揮できる。

転学部・編入学等の可否、費用負担

取得可能な学位

医学部

医学科 学士（医学）

学士（看護学）

検定料のみ

検定料35,000円および、入学料、授業料

転学部可 35,000円

学士（△△）

1) 医師、医学研究者となる上での高度な基盤知識の伝授と思考能力の育成
2) 知的好奇心や研究への関心の開拓
3) 医療人としての認識の確立

講義、臨床実習を通じて以下の知識・態度を習得する。
１．将来地域医療さらに医学一般の種々の領域に進むために必要な基礎知識と基本的技能。
２．保健・医療の専門職として必要な基本的態度・習慣。
３．社会人としての素養を高め、自然・社会・人文科学的方法を統合して、医学的問題を正しくとらえ、
解決する基本的能力。
４．知識・技能・態度を自ら評価し、自発的学習と修練によって向上し続ける習慣を身につける。

△△学科

編入学可 852,800円

看護学科

教育課程

大学HPへ

大学HPへ

大学HPへ

大学HPへ

大学HPへ

大学HPへ

大学HPへ

大学HPへ

大学HPへ

破線で囲まれた部分
は、公表を希望する大
学のみ表示される仕組
み。
公表を希望しない場合
は、当該内容は表示さ
れない。
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入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）

入学者数

実施している入試方法

○

○

○

○

※その他は一芸一能入試、専門高校・総合学科卒業生入試、飛び級、中国引揚者等子女入試など

入試特別措置

○

○

○

○

○

○

○

○

入試①

肢体不自由の場合、駐車スペース確保、移動介助、排泄介助など
を実施している。

その他の特別措置

その他※

手話通訳者、介助者の配置

社会人

附属校

2010 2011

一般

AO

推薦

倍または1.3 倍の時間延長

点字での受験、文字サイズ1.4 倍、紙面2 倍に拡大した問題用紙、拡大鏡等の使用

留学生

100人 110人 109人

1） 医学に強い興味を持ち、探求心が旺盛な学生
2） 基礎学力を身につけている学生
3） 協調性があり、問題解決において指導力を発揮できる学生
4） 国際的に活躍する意欲を持った学生

試験室の場所（トイレやエレベータとの距離関係）

杖や補聴器、車いす、特製机の使用など

帰国子女

回答方式（チェック解答、文字解答、代筆）

意思伝達装置やパソコンを使用した意思表出

リスニングの免除、またはリスニング音声聴取を制御する許可

数値の説明（増減理由等）

2011年10名定員増（地域医療特別枠）

2012

編入学

（２０１２年〇月現在）

大学HPへ
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入学者の構成（男女別）

男 女 男 女 男 女

74人 26人 80人 30人 81人 28人

入学者の構成（出身高校所在地別）

都道府県 学生数 都道府県 学生数 都道府県 学生数

① ○○県 25人 ○○県 38人 ○○県 40人

② △△県 18人 ◇◇県 20人 △△県 18人

③ ◇◇県 15人 △△県 15人 ◇◇県 12人

④ ●●県 13人 ●●県 10人 ●●県 11人

⑤ ▲▲県 10人 ▲▲県 10人 ◆◆県 11人

その他 19 その他 17 その他 17

入学者の構成（入試方法別）

一般

AO

推薦

帰国子女

社会人

附属校

編入学

その他※

留学生

※その他は一芸一能入試、専門高校・総合学科卒業生入試、飛び級、中国引揚者等子女入試など

2010

3人

入学者数

0人

1人1人

―

0人

5人

0人

―

0人0人

16人15人

2人

―

0人

0人

0人

11人

0人

82人

2011

―

2011より地域医療枠（10名増）

入学者数 入学者数

15人

201220112010

2011より地域医療枠へ（5名減）

0人

数値の説明（増減理由等）

2012

0人

2人

―

2011より地域医療枠（5名増）

―

―

2011 20122010

入試②

―

数値の説明（増減理由等）

2011より地域医療枠

―

―

―

15人

0人0人

75人76人

数値の説明（増減理由等）

（２０１２年〇月現在）

（２０１２年〇月現在）

破線で囲まれた部分は、公表を希望する大学のみ表示される仕組み。
公表を希望しない場合は、当該内容は表示されない。

2012 入学者数

16人

15人

75人

2人

0人
0人

0人
0人 一般

編入学

推薦

留学生

AO

社会人

附属校

その他※

各データのグラフ表示例。
グラフエリアを設けるか、ポップアップで表示さ
せる。またグラフの形式を利用者が選択でき
る仕組みとする。

（２０１２年〇月現在）
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教員組織 教員が有する学位、業績

教員数

教授 准教授 講師 助教 助手 合計 比率

男 45人 46人 25人 75人 3人 194人 89.0%

女 3人 6人 2人 12人 1人 24人 11.0%

うち外国人 0人 2人 0人 1人 0人 3人 1.4%

教員の構成（年齢別）

～20代 30代 40代 50代 60代～

男 0人 60人 55人 45人 34人

女 1人 10人 6人 6人 1人

教員の構成（男女別） 教員の構成（年齢別）

教員

数値の説明

―

院内保育園（Ｈ20開設）など女性
の働きやすい環境整備に努めて
いる。

教員の構成
（外国人教員）

教員の構成（職位別、男女別、外国人教員）

2010 2011 2012

205人 215人 218人

数値の説明（増減理由等）

2011年の定員増に対応し増員

数値の説明

0

50

100

～20代 30代 40代 50代 60代～

男

女

0.0% 50.0% 100.0
%

男

女

（２０１２年〇月現在）

大学HPへ大学HPへ

1.4%

外国人教
員

破線で囲まれた部分は、公表を希望する大学のみ表示される仕組み。
公表を希望しない場合は、当該内容は表示されない。

各データのグラフ表示例。
グラフエリアを設けるか、ポップアップで表示させる。またグラフの形式を利用者が選択できる仕組みとする。

（２０１２年〇月現在）
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収容定員

学生数

編入学定員・編入学者数

2010 2011 2012

2年次（定員） 5人 10人 10人

編入学者数 6人 10人 10人

3年次（定員） 5人 5人 5人

編入学者数 5人 5人 6人

1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計 比率

男 74人 83人 82人 77人 78人 80人 474人 75.6%

女 26人 32人 27人 22人 22人 24人 153人 24.4%

うち外国人
学生数 2人 3人 1人 2人 3人 2人 13人 2.1%

2010

610人

学生

数値の説明（増減理由等）

その他の学生数（研究生、科目等履修生、専攻科の学生数など）

2011より10名の入学定員増

数値の説明（増減理由等）

2011より10名の入学定員増

620人

2010 2011 2012

学生の構成（男女比）

―

数値の説明（増減理由等）

すべて研究生

20122011

627人620人

学生の構成（留学生比率）

2011年より地域医療枠として、2年次編入学定員5名増

学生の構成（年次別、男女別、外国人学生）

―

数値の説明（増減理由等）

600人 610人

数値の説明（増減理由等）

7人 7人 7人

2010 2011 2012

75.6%

24.4%

男

女

（２０１２年〇月現在）

（２０１２年〇月現在）

（２０１２年〇月現在）

（２０１２年〇月現在）

破線で囲まれた部分は、公表を希望する大学のみ表示される仕組み。
公表を希望しない場合は、当該内容は表示されない。

97.9%

2.1%

日本人

外国人
留学生

各データのグラフ表示例。
グラフエリアを設けるか、ポップアップで表示さ
せる。またグラフの形式を利用者が選択できる
仕組みとする。

（２０１２年〇月現在）
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学部・研究科等のキャンパスの所在地

キャンパスアクセス図

学生寮の整備状況

寮費（食費込） 寮費（食費無）

キャンパスに隣接

キャンパスの外観（写真等）

校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育環境（バリアフリー等の対応状況含む）
○全館バリアフリー対応済
○コンビニ、学内レストラン、カフェテリア、コーヒショップ

所在地

キャンパス

協調性と、問題解決において指導力を発揮できる人間性の涵養に資する。
また外国人留学生と日常生活を通じて異文化交流を図ることによって、多様な価値観を
尊重し、国際的に活躍できる能力をよりいっそう高めることにあります。

定員

100人

特色

学生寮からキャンパスへのアクセス

○○駅から徒歩５分

アクセス

学生寮の有無

原則として、自宅から大学までの通学時間が、片道２時間以上の者を対象としています。
ただし、研究生、聴講生、特別研究学生、特別聴講学生、科目等履修生及び在学生で最
短修業年限を超えている者は入寮の資格がありません。また学費負担者の年収が８００
万円を超える場合は入寮の資格がありません。

入寮条件

○○県○○市○○町○-○-○

○○県○○市○○町○-○-○

120,000円

有

30,000円

大学HPへ

（２０１２年〇月現在）

大学HPへ

キャンパス周辺図

大学HPへ
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費用に
関する
説明

学納金の延納・分納の可否

休学及び復学に係る費用

費用に
関する
説明

奨学金（金額、受給資格、支給枠）

支給枠

① 50名

② 定めない

③ 若干名

授業料減免

対象人数

①

○○名程
度（予算、
支給状況
による）

② ―

③ ―

制度名 受給資格

制度名

費用及び
経済的支援

学納金の分納

支給金額

282,000円
又は141,000円

―

一時金として
250,000円

―

―

授業料免除及び徴収
猶予

―

―

可

○○大学基金奨学金

○○大学基金緊急奨
学金

○○△△氏
奨学基金

休学時納付金

４月及び10月に手続を完了した場合は、授業料(１ヶ月分)に減免

休学時納付金
（返還額）

減免額

年500,000円

学部１年次生のうち，経済的支援を必要とする成
績，人物共に優秀な学生であること。

（１）学資負担者が死亡したとき
（２）本人若しくは学資負担者が風水害等の災害を受けた
とき
（３）本人若しくは学資負担者が勤務する会社等の倒産，
解雇，病気・事故等による就労困難等によりやむを得ず失
職・退職したとき

（１）医学部に在籍し学業・人物共に優秀で、か
つ、心身共に健康である者
（２）他の奨学財団（日本学生支援機構を除く。）等
からの奨学金を受けていない者

年500,000円
又は250,000円

受給資格

休学時納付金
（復学時返還の有無）

学納金の延納

可

一部

授業料

535,800円

―

約250,000円から300,000円程度

第2学年以降、教科書・参考書・実習用白衣などの費用
として

その他の徴収費用（宿舎費用、教材購入費、施設利用料など）

附属高校からの進学
者のみ入学料免除

0円から282,000円

入学料

23,500円 有

―

1.経済的な理由によって納付が困難で、かつ学業
成績が優秀と認められる場合
2.各期ごとの授業料の納期前6月以内 に学資負
担者が死亡し、又は学生若しくは学資負担者が風
水害等の災害を受けた場合

（２０１２年〇月現在）

（２０１２年〇月現在）

（２０１２年〇月現在）

大学HPへ

大学HPへ

大学HPへ

大
学
H
P
へ

日本学生支援
機構の奨学金
ページへ
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卒業・修了者数

2010 2011 2012

111人 109人 110人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

110人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

男 女

① 88人 22人

② 75人 75人

③ 30人 20人

④ 4人 3人

⑤ 0人 1人

⑥ 0人 1人

⑦ ― ―

⑧ ― ―

⑨ ― ―

⑩ ― ―

その他

不詳・死亡の者

進学者

就職者

専修学校・外国の学校等の入学者

一時的な仕事に就いた者

進学準備中の者

就職準備中の者

数値の説明

本学部卒業生は、全て臨床研修
医となっている。

上記以外の者

大学院研究科

大学学部

短期大学本科

専攻科

別科

正規の職員・従業員、自営業主等

進学者数、就職者数

卒業・修了者の構成（職業別、男女別）

職業分類

正規の職員等でないもの

臨床研修医

―

―

医師・歯科医師

数値の説明

―

保健師・助産師・看護師

医療技術者

その他保健医療技術者（その他）

販売従事業

サービス職業従事者

―

―

進路①

数値の説明（増減理由）

〇2010年より保健センター、カウンセリングセンター、就職キャリア
支援センターが連携し、退学防止プログラムを実施している。

（２０１２年〇月現在）

（２０１２年〇月現在）

各データのグラフ表示例。
グラフエリアを設けるか、ポップ
アップで表示させる。またグラフ
の形式を利用者が選択できる仕
組みとする。

（２０１２年〇月現在）

破線で囲まれた部分は、公表を希望する大学のみ表示される仕組み。
公表を希望しない場合は、当該内容は表示されない。
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男 女

① 158人 64人

② 31人 61人

③ 3人 1人

④ 2人 2人

⑤ 2人 1人

⑥ 0人 2人

⑦ 0人 1人

⑧ 1人 0人

⑨ 0人 1人

⑩ ― ―

※医学部と看護学部を持つ想定だが、①のみとなってしまうため、説明上、便宜的に看護学部の内容も加えている。

卒業・修了者の構成（就職地域別）

都道府県 学生数 都道府県 学生数 都道府県 学生数

① ○○県 32人 ○○県 38人 ○○県 50人

② △△県 20人 ◇◇県 19人 △△県 18人

③ ◇◇県 17人 △△県 15人 ◇◇県 11人

④ ●●県 13人 ●●県 10人 ●●県 9人

⑤ ▲▲県 10人 ▲▲県 10人 ◆◆県 5人

その他 19人 その他 17人 その他 17人

卒業・修了後の進路

その他

―

産業分類

保険業

国家公務

医療業、保健衛生 ほとんどの卒業生が医療福祉の
業務に就くが、他業種の就職先
であっても、医療福祉に関連した
専門性を求められる職務に就い
ている。

社会保険・社会福祉・介護事業

その他の製造業

地方公務

運輸業・郵便業

学校教育

進路②

○○県と連携し臨床研修プログラムを実施
することで、県内で臨床研修を行う卒業者が
増加している。

2010 2011 2012
数値の説明（増減理由等）

数値の説明

卒業・修了者の構成（産業別、男女別）

（２０１２年〇月現在）

0
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20

30

40

50

60

○○県◇◇県△△県●●県▲▲県 その他

2010

2011

2012

（２０１２年〇月現在）

各データのグラフ表示例。
グラフエリアを設けるか、ポップ
アップで表示させる。またグラフ
の形式を利用者が選択できる仕
組みとする。

大学HPへ
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破線で囲まれた部分は、公表を希望する大学のみ表示される仕組み。
公表を希望しない場合は、当該内容は表示されない。
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